
▲国指定重要文化財「木造足利尊氏坐像」

▲国指定重要無形民俗文化財「修正鬼会」

文
化
財
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　
文
化
財
は
、
我
が
国
の
長
い
歴
史

の
中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
、
今
日
ま

で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
大
切
な
財

産
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
の
住
む
地

域
の
歴
史
、
文
化
な
ど
の
正
し
い
理

解
の
た
め
に
も
、
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
す
。

　
文
化
財
を
保
護
す
る
仕
組
み
と
し

て
、
文
化
財
保
護
法
や
地
方
自
治
体

の
条
例
に
よ
る
指
定
や
登
録
と
い
っ

た
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化

財
保
護
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
文
化

財
は
、
有
形
文
化
財
、
無
形
文
化
財
、

民
俗
文
化
財
、
記
念
物
、
文
化
的
景

観
お
よ
び
伝
統
的
建
造
物
群
の
６
つ

の
類
型
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
文
化

財
の
保
存
技
術
や
埋
蔵
文
化
財
と

い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
保
護
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、

文
化
財
の
概
念
は
社
会
の
発
展
や
価

値
観
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
徐
々
に

広
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

文
化
財
の
宝
庫
「
国
東
市
」

　
国
東
半
島
は
古
来
よ
り
海
上
交
易

の
要
路
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
を
物
語
る
遺
跡
や
古
墳
が
、

市
の
沿
岸
部
を
中
心
に
点
在
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
九
州
最
大
の
荘
園
領
主
で

あ
っ
た
宇
佐
宮
と
の
深
い
関
わ
り
の

な
か
で
開
か
れ
た
六
郷
山
は
、
古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
寺
院

あ
る
い
は
そ
の
遺
跡
の
周
辺
に
は
、

多
く
の
仏
教
建
築
・
仏
教
彫
刻
・
石

造
美
術
品
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
世
に
お
い
て
は
田
原
氏
や
吉
弘

氏
と
い
っ
た
、
国
東
半
島
を
拠
点
と

し
て
い
た
有
力
な
領
主
の
庇
護
の
も

と
で
文
化
財
が
育
ま
れ
、
近
世
に
お

い
て
は
豊
後
聖
人
と
も
称
さ
れ
る
三

浦
梅
園
に
よ
る
遺
稿
や
旧
宅
な
ど
の

偉
大
な
先
人
の
足
跡
と
い
っ
た
数
多

く
の
文
化
財
が
、
私
た
ち
の
身
近
な

存
在
と
し
て
大
切
に
今
に
伝
え
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　
国
東
市
に
は
、
国
か
ら
指
定
な
ど

を
受
け
て
い
る
文
化
財
を
は
じ
め
、

県
指
定
文
化
財
や
市
指
定
文
化
財
を

合
わ
せ
る
と
４
５
３
件
も
の
文
化
財

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
数
は
県
内
自
治

体
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
各

時
代
を
彩
る
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
文

化
財
が
あ
り
ま
す
。

　
文
化
財
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持

管
理
し
て
い
く
た
め
に
は
、
保
存
修

理
な
ど
が
不
可
欠
で
す
。
保
存
修
理

に
は
多
額
の
費
用
を
要
し
、
文
化
財

の
所
有
者
や
保
存
団
体
の
財
政
的
負

担
が
大
き
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
国

東
市
は
指
定
さ
れ
て
い
る
文
化
財
の

保
存
修
理
な
ど
に
係
る
経
費
に
つ
い

て
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
文
化

財
保
護
の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
先
人
た
ち
が
遺
し
た
有
形
無
形
の

文
化
財
は
、
市
民
共
通
の
貴
重
な
財

産
で
す
。
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き

た
文
化
の
遺
産
と
伝
統
を
守
る
と
と

も
に
、
文
化
活
動
の
輪
を
さ
ら
に
広

げ
な
が
ら
、
将
来
に
引
き
継
い
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
年
度
か
ら
４
年
後
の

完
成
を
目
指
し
て
策
定
を
ス
タ
ー
ト

し
た「
国
東
市
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
」で
、国
東
市
の
貴
重
な
宝
で

あ
る
多
種
多
様
な
文
化
財
を
調
査
・

把
握
し
、総
合
的
・一
体
的
に
捉
え
、

ま
ち
づ
く
り
や
観
光
な
ど
他
の
分
野

と
も
連
携
し
、
地
域
総
が
か
り
で
将

来
へ
の
保
存
・
活
用
に
つ
な
げ
て
行

く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

報
恩
寺
（
武
蔵
町
）
の
県
指
定
有
形
文
化
財
「
木
造
阿
弥
陀
三
尊
像
」

の
保
存
修
理
事
業
の
よ
う
す
。
令
和
７
年
度
か
ら
10
年
度
に
か
け
て
、

修
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。◀

▶
国
指
定
重
要
文
化
財「
三
浦
梅
園
遺
稿
」保
存
修
理
事
業
の
よ
う
す
。

次
の
世
代
に
良
好
な
状
態
で
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
に
、
文
化
庁
や

県
文
化
課
か
ら
指
導
を
受
け
て
修
理
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
宝
国
東
市
の
文
化
財

　
文
化
財
課
　　

72-

２
６
７
７

問

指定・登録・選択文化財件数

国
東
市
の
文
化
財
の
保
護
と
活
用
の
取
組

古代の原風景を再現
弥生のムラ 安国寺集落遺跡公園
　国指定史跡「安国寺集落遺跡」は、今からおよそ1800年前の弥生時代
のムラの跡です。大量の建築部材や木製の農耕具、生活用具とともに、ト
チノキやクスノキ、クリといった植物の種子も発掘調査で見つかりました。
　安国寺集落遺跡公園には、それらの植物の種子にできるだけ近い植
物を植え、およそ1800年前の弥生の原風景を再現しています。
　公園のみの利用は無料です！　ぜひ、当時の弥生人たちと同じ景色
を見に、足を運んでみてください。

国東市歴史体験学習館
〒873-0504　国東市国東町安国寺1639-2
Ｔ Ｅ Ｌ　 0978-72-2677
休 館 日　 月曜日・祝日の翌日・年末年始
入 館 料　 一般200円　小中学生100円
　　　　　 ※20名様以上で50円割引き
開館時間　 午前９時～午後５時

（入館 午後４時30分まで）
公
園
内
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

は
飲
食
Ｏ
Ｋ
！
　
晴
れ
た

日
に
は
お
弁
当
を
持
っ
て

き
て
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
◀市ホームページ X(旧Twitter) YAYOINOMURA_KUNISAKI

特集2

全部で453件!!

種　別 指定文化財の例 国指定 国登録 国選択 県指定 県選択 市指定

有形文化財
建造物 照恩寺宝塔、泉福寺仏殿 など 6件 19件 ― 30件 ― 144件

美術工芸品 三浦梅園遺稿、木造足利尊氏坐像 など 3件 0件 ― 47件 ― 106件

無形文化財 ― 0件 ― 0件 0件 ― 0件

有形の民俗文化財 両子寺木造鈴鬼面、千燈寺修正鬼会面 など 0件 0件 ― 2件 ― 7件

無形の民俗文化財 修正鬼会、吉弘楽、岩倉社のケベス祭 など 2件 ― 1件 2件 2件 11件

記念物

史跡 鬼塚古墳、安国寺集落遺跡 など 4件 0件 ― 11件 ― 39件

名勝 文殊耶馬 1件 0件 ― 0件 ― 0件

天然記念物 桜八幡神社社叢、武多都社境内林 など 0件 0件 ― 6件 ― 10件

文化的景観 ― 0件 ― ― ― ― ―

伝統的建造物群 ― 0件 ― ― ― ― ―

小　計 16件 19件 1件 98件 2件 317件
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